






Advanced Teaching Material for Topographical map Reading（１）
－Use of 3D map image for acquisition of Spacial Recognition Capability－
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地形図判読の発展的教材の開発（１）
読図力トレーニング法を，プリン
ト等の教材を用い，座学で伝授することは極めて困
難である。
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地形図判読の発展的教材の開発（１）
また図１に示されている碁盤ヶ岳南東側の急崖
が，図２では図中央部の斜面としてよく表現されて
いる。図１では崖の詳細な地形が読み取れないが，
図２では，標高500m付近を境に，上部の開析が進
んでいない急崖と下部の開析が進み尾根と谷が明瞭
な斜面との対比が明瞭に読み取れる。上部の崖は，
地形図上の最も等高線の混みあった地点で計測する
と傾斜60度を超える急斜面となっている。これに
対し，下部の平滑な斜面は傾斜10度程度である。
等高線の間隔から傾斜を求めさせる設問は，三角関
数の基本を問うことでもあり，理工系の学生に対す
る課題として適当である。
碁盤ヶ岳山頂付近の緩傾斜面と南東側の急崖，ま
たこの南東斜面に見られる傾斜の変換点と谷の開析
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状況の相違は，碁盤ヶ岳を構成する石灰岩と下部を
構成する地質条件の違いとして読み取ることが出来
る。谷密度や平均的な傾斜の違いなどから，地形図
上で地質条件の相違を読み取ることも可能である。
とは言え，ある地域が具体的にどの岩石で構成され
ているかを地形図判読だけで知ることは一般的に難
しい。その中にあって，1/25000地形図「津久見」
は「せっかい」採鉱地の記号や近隣のセメント工場
から，石灰岩の存在をうかがい知ることができる。
さらに谷密度や傾斜などの地形的特徴から，高い精
度で石灰岩分布地域を推定することが可能である。
このような点からも，地形図判読演習の対象地形図
として1/25000「津久見」は好都合である。
図２のＢ，Ｃ，Ｄの各点を地形図上で同定させる
設問は，難易度がやや高めとなる。このレベルにな
ると，等高線から立体的な地形をイメージすること
が苦手な学生には，手の出ない問題となる。なお，
図２のＢ，Ｃ，Ｄ点付近に対応する地形図は図５に
示している。
図３は津久見市市街地上空から南西方を眺めた画
像である。正面やや左よりに碁盤ヶ岳(Ｂ)，その右
側に姫岳(Ｃ)が位置する。なお，1/25000地形図
「津久見」の範囲外となるが，中央から左側の背景
に祖母・傾山系，さらに遠方の右奥側に阿蘇山系の
山並みが確認できる。地図帳などの資料を用いて，
これらの山並みがどこかを問う設問も面白い。
図３の画像を用いた問題で，視点や方向などの情
報を与えず，この画像の視点・方向，および画像上
の各記号の位置を問う設問は，難易度が高い。この
問題に対応できない学生に対しては，視点か方向の
いずれか，あるいは両方の情報を与え，画像上の各
記号の位置を同定させるだけにすれば，難易度が下
がり，多くの学生にとって考えやすくなる。
図３中のＡ，Ｅ点付近を示した地形図を図６に示
す。Ａ点は「せっかい」の採鉱地跡であり，人工的
に改変された山腹斜面の平坦地である。この地形が
地形図上および画像でそれぞれどのように表現され
ているかを理解させたい設問である。
図４は川中川流域を南方から眺めた画像であり，
対応する地形図を図７に示す。図３と同様に視点や
方向まで考えさせると難易度は高い。この画像で，
図中に示す各記号の位置を答えさせる設問は，ごく
限られた学生の解答しか期待できない。手前に存在
する直線的な谷の存在と，画像中央付近の尾根や谷
の微妙な形態から各地点を同定させることになる。
必須の課題としては出題できず，一部の学生のため
の問題となるが，高難易度の問題を準備しておくこ
とも重要であると考える。
